
（関係市町村経由）

生年月日 年 月 日

〒 -

電話番号 　

メールアドレス
（電話で連絡がつかない

時等に使用します）

□

□

□

□

クラブのある市町村

児童クラブ名

児童クラブ電話番号

（申込者自署の場合は押印不要）

氏名

ふりがな

申込者（受講者）

【　様式１：認定資格研修　】

　令和　　　　年　　　 　月　　 　　日

放課後児童支援員の鹿児島県認定資格研修受講申込書

 

鹿児島県知事　殿

現住所

　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準第１０条第３項の規定による認定資格研修の受講を次のとおり申
し込みます。

性別西暦 □　男　　　　□　女

□ 奄美大島会場（奄美市役所） □ 喜界島会場（喜界町役場）

□ 徳之島会場（徳之島町役場） □ 沖永良部島会場（和泊町役場） □ 与論島会場（与論町役場）

確実に連絡が取れる番
号を記入してください
（ハイフンあり）

放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業）に勤務されている方は、以下もご記入ください。

運営形態
（いずれかに〇）

公設公営 　・　 公設民営 　・　 民設民営

受講希望会場

第４回 鹿屋会場 （リナシティかのや）R9 1/19～22

第１回 鹿児島会場（鹿児島県庁）9/10～13

第２回 霧島会場 （霧島市役所）10/20～23

第３回 北薩会場 （SSプラザせんだい）12/7～10

※ 離島サテライト会場について、該当される方は受講を希望される会場にチェックをご記入ください。

□ 長島会場（長島町役場） □ 甑島会場（薩摩川内市役所下甑支所） □ 種子島会場（西之表市役所）

□ 屋久島会場（屋久島町役場）

児童クラブ住所

　〒

裏面（２ページ目）も必ずご記入ください。

顔写真 貼付欄

枠内に収まるサイズで、顔

が鮮明に写っているもの。

写真は、最近3か月以内に

以内に撮影されたものに限

ります。

写真の裏面に氏名・生年月

日を記入の上、全面のりで

貼ってください。



□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

　□　

　□　

　　　  科目の
　 一部免除申請

※一部免除を希望する
場合は、必ずチェックを
ご記入ください。

　　　  　　科目④「こどもの発達理解」， 科目⑤「児童期（６歳～12歳）の生活と発達」，
　　　 　 　科目⑥「障害のあるこどもの理解」， 科目⑦「特に配慮を必要とするこどもの理解」

　　　 備　　考

一部科目のみの受講を
希望する場合はその科目
を記載。

（注）　１　太枠内に黒色ボールペンを用いて記入してください。
　　　　２　氏名は、修了証等に記載されますので、旧字体・異体字を含め、正式な漢字でご記入ください。
　　　　３　記入を誤った場合は、二重線を引き、訂正印を押した上で、上部余白に正書してください。
　　　　４　□欄には該当する項目にレ点を付してください。
　　　　５　本申込書に記載いただいた情報は，放課後児童支援員認定資格研修に関することに使用するほか，
　　　　　　こども家庭庁への資格認定者情報の報告及び都道府県間の相互の利用・提供のために使用します。

１号　保育士の資格を有する者
　　　 （□　保育士証）

２号　社会福祉士の資格を有する者
　　　 （□　資格証）

　　　受講資格
　　　 （提出書類）

「放課後児童健全育成事
業の設備及び運営に関
する基準」の各号

※募集要項をお読みに
なり、該当する資格に
チェックをご記入くださ
い。

３号　高等学校等を卒業した者等であって，２年以上児童福祉事業に従事したもの
　　　 （□　高等学校の卒業証明書　，　□　実務経験証明書）

４号　幼稚園，小学校，中学校，義務教育学校，高等学校又は中等教育学校の教諭となる資格を
　　　 有する者
　　　 （特別支援学校の教員免許、臨時免許状、特別免許状、養護教諭免許を有する者も含まれます。）
　　　  （□　資格証　※資格証の発行が困難な場合は資格証の授与証明書又は更新講習修了確認証明書でも可）

５号　大学において，社会心理学等を専攻する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業
　　　 した者
　　　  （□　大学の卒業証明書　，　□　科目履修証明書）

６号　大学において，優秀な成績で単位を取得したことにより大学院への入学が認められた者
　　　  （□　大学の成績証明書）

７号　大学院において，社会心理学等を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業
　　　 した者
　　　  （□　大学院の卒業証明書）

８号　外国の大学において，社会心理学等を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて
　　　 卒業した者
　　 　 （□　外国の大学の卒業証明書）

　　　  　　科目④「こどもの発達理解」， 科目⑤「児童期（６歳～12歳）の生活と発達」

　　　  　　科目⑥「障害のあるこどもの理解」， 科目⑦「特に配慮を必要とするこどもの理解」

９号　高等学校卒業者等であり，かつ，２年以上放課後児童健全育成事業に類似する事業に
　　　 従事したものであって，市町村長が適当と認めたもの
　　　 （□　市町村長に対する認定願  □　高等学校の卒業証明書　□　従事証明書）

１０号　５年以上放課後児童健全育成事業に従事したものであって，市町村長が適当と認めた
　　　　 もの
　　　　 （□　市町村長に対する認定願　 □　従事証明書）

１号　保育士の資格を有する者

２号　社会福祉士の資格を有する者

４号　教諭の資格を有する者

受付事務（※　市町村記入欄）


